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慈しみとまことがあなたを離れないようにせよ。 
それらを首に結び 
心の中の板に書き記すがよい。 
そうすれば、神と人の目に 
好意を得、成功するであろう。 

                （箴言 3 章 3-4 節） 

 

正門より甲山を望む（西宮上ケ原キャンパス 1930 年頃） 

 

関西学院宗教センター



 

 

いつまで続く「マスク生活」 
 

津 孝弘 

 

高等部は、2015年 4月に、初等部 1期生が内部進学するのに合わせて、男女共学化し、

2017年に 3学年の共学化（男女比は、概ね 5：3）が完了した。その際、さまざまな心配があ

ったが、そのうちの一つが、男子校時の高等部が誇る讃美歌や校歌、応援歌の元気な歌声がな

くなってしまうのではという心配であった。それは、杞憂に終わった。共学化しても礼拝時の

讃美歌やアセンブリー時の校歌、応援歌の歌声には力強さに優しさが加わって、さらに素晴ら

しい歌声になった。 

しかしながら、コロナ禍のために、2020年からオンライン授業となり、その後、分散登校、

学年礼拝や全校礼拝は各ホームルーム教室にて放送で行い、讃美歌はただ聴くだけとなった。

コロナの状況を見ながら、密にならないように学年を限定した上で、チャペルに集うものの、

讃美歌は聴くだけという状態が続き、今年の４月からは１番だけ、現在では、１、２番だけを

マスクをした状態で歌うようになっている。声を出せる状態にはなったものの、コロナ禍前の

元気な歌声はまだ戻ってきていない。 

このようにコロナ禍で失われたものは少なくないが、気づかされたことも多い。クラブ活動

の練習や試合の中止、その後の無観客試合、入場人数制限の試合、現在は感染対策をした試合

では静かに熱い応援をいただけるようになってきた。また、この秋は高等部の文化祭も３年ぶ

りに保護者の来場を３分割ながらも復活させて、生徒たちの渾身の展示企画やステージを時間

制限の中で楽しんでいただけた。生徒たちの活動を見守り応援してくださる多くの方々に支え

られていることにあらためて感謝の思いを強くしている。 

海外と違い、日本ではまだ「マスク生活」が続いているが、もし「人から表情が見られない

ので、気持ちが楽だ。」と感じている人がいたら、少し心配だ。私自身、授業をはじめ、さまざ

まな場面で生徒たちと接していて、マスクで表情が隠れているので、コミュニケーションが取

りづらい面があり、コロナ前と比べて、生徒全員の顔と名前がなかなか覚えられないことが大

きな悩みの一つである。少しずつ、日常の生活を取り戻しながら、一日も早く、マスクなし

で、堂々とお互いの表情を見せ合いながら、感謝の気持ちを忘れずに元気な声を響かせて学校

生活を過ごせる日が来ることを心から願ってやまない。 

（高等部教諭） 

 
 



 

 

チャペルアワー スケジュール 
 
西宮上ケ原キャンパス、西宮聖和キャンパス・・・10:30-11:00 
神戸三田キャンパス・・・10:40-11:10 

 

11/14 月   

  神 Timothy O. Benedict（宣教師、社会学部助教） 

  経 人間を考える⑦ 大土井 涼二(経済学部教授） 

  人 浦田 達也（人間福祉学部准教授） 

  建 村瀬 義史（総合政策学部宗教主事） 

  聖和 山内クラス ダッドレーチャペル 

 

15  火   

   神 金 昭貞（神学研究科 M2） 

  文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  社 大切なこと⑥ 李 相勲（宣教師、経済学部専任講師） 

  法 大宮 有博（宗教主事） 

  経 人間を考える⑧ 舟木 讓（宗教主事） 

  商 木原 桂二（宗教主事） 

  国 小林 真綾（ヒューマンサービス支援室ボランティアコーディネーター） 

  理・工・生環  桝田 翔希（日本キリスト教団 尼崎教会牧師） 

  総 J-FUNユース K.G. 

  教 音楽チャペル チャペル・オルガニスト 

 

16 水   

  神 岡本 聖美（日本キリスト教団 神戸平安教会） 

  社 音楽チャペル ウィメンズ・グリークラブ 

  法 Daniel Dellming（宣教師、高等部教諭） 

  商 木原 桂二（宗教主事） 

  人 嶺重 淑（宗教主事） 

  国 油井 美春（国際学部准教授） 

  理・工・生環  河西 秀哉（名古屋大学大学院人文学研究科准教授） 

  教 実習をふりかえって 石田 瑞希（教育学部 4年） 

 

17 木   

   神 眞鍋 ヨセフ（神学研究科 M2） 

  文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  社 大切なこと⑦ 大仁田 拓朗（日本キリスト教団 東梅田教会牧師） 

  法 大宮 有博（宗教主事） 

  経 人間を考える⑨ 趙 怡（経済学部教授） 

  商 岩村 義雄（神戸国際キリスト教会牧師） 

  人 坂口 幸弘（人間福祉学部教授） 

  国 Chapel in English Eun Ja Lee（宣教師、国際学部教授） 

  総 Sanda Student Volunteer 

  聖和 幼稚園実習・保育所実習から学んだこと（保２学生担当） 

 

18 金   

  神 岩野 祐介（神学部教授） 

  文 Chapel in English  Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  経 人間を考える➉ 森田 由利子（経済学部教授） 

  院 読書の秋 井上 智（宗教センター宗教主事） 

  理・工・生環  武久 盾（日本キリスト教団 住道一粒教会牧師） 

 



 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
◇ランバス早天祈祷会 毎週金曜日 ８：１０～８：３０  ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原） 

１１月１８日（金） 教職教育研究センターのために  白銀 夏樹（教職教育研究センター長） 
Zoom でご参加希望の教職員・学生の方は、宗教センター（shukyocenter@kwansei.ac.jp)へ 
①メールアドレス②お名前③所属④関学との関係（学生等）をメールでお知らせください。 

 
 

●院長室から発信！ ビデオメッセージ 「風に思う」 配信のご案内 
院長室からのビデオメッセージ「風に思う」の配信が始まりました。毎回、聖書の言葉 

を取り上げ、それが今を生きる私たちに何を語るか、短くお話しします。キャンパスの 

美しい風景と合わせて、関西学院の中心となる精神に触れてください。 

（月２回程度で更新されます） 

https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou「風に思う」関西学院 院長室からのメッセージ(HP) 
 

●ウクライナ企画第二弾「バンドゥーラコンサートと講演会 〜長引く戦禍と支援現場から〜」 
ウクライナ人で日本で民族楽器バンドゥーラ奏者として活躍されているカテリーナさんと日本 YMCA同

盟の主事でウクライナからの避難者の支援活動に取り組んでおられる横山由利亜さんをお招きしまし

た。バンドゥーラの演奏とウクライナ避難者の渡航、日本での生活・自立に向けての伴走支援の報告に

耳を傾け、ウクライナそして平和への思いを強くしたいと思います。 

どなたでもご参加になれますのでどうぞお越しください。   

と き：１１月２１日（月）１５：１０～１６：５０ 

ところ：西宮上ケ原キャンパス 中央講堂 

主 催：関西学院 

 

●関西学院会館ベーツチャペル日曜礼拝 
 授業期間中の第二・第四日曜日（原則）の午前 10時から関西学院会館ベーツチャペルでは日曜礼拝を

行っております。 

どなたでも（クリスチャンでなくとも）ご参加できますのでどうぞお越しください。 

１１月２７（日） １０：００～１１：００ 

 

●大阪梅田キャンパスチャペル 
阪急大阪梅田駅から徒歩すぐ、アプローズタワー１４階の大阪梅田キャンパス（１４０５教室）では、

大学院授業期間中の月１回木曜日にチャペルアワーを開催します。（12/7のみ水曜日で時間帯変更） 

【どなたでもご自由にご参加ください。】 

  １２月７日（水）１７：５０～１８：２０「クリスマス礼拝」打樋 啓史（宗教総主事） 
 

●第２２４回ランバス演奏会「キャロルとララバイ」 
平井満美子と佐野健二のデュオは世界でも数少ないルネサンス、バロックリュート歌曲のスペシャリストで

す。ランバスチャペルに響く歌とリュートの音色をたっぷりお楽しみください。（入場無料／予約不要） 

出演者：平井満美子（歌） 佐野健二（リュート） 

 と き：１２月９日（金）１７：００～１８：１０ 

 ところ：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス） 

 主 催：関西学院宗教センター 0798-54-6018 

 
●ボランティアに関心がある皆さんへ（ヒューマン・サービス支援室からお知らせ） 

単発のボランティアや継続して関わるボランティア団体・サークルの紹介をしています。 

［ボランティア参加までの流れ］ 

https://www.kwansei.ac.jp/c_volunteer/c_volunteer_m_001740.html 

［相談予約・お問い合わせフォーム］  

個別にボランティアの紹介や相談対応をしています。 

https://onl.tw/UBvnyqX 

https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou
https://onl.tw/UBvnyqX


 

 
●「関西学院クリスマス at ザ･シンフォニーホール」チケット販売のお知らせ 

３年ぶりに関西学院最大のクリスマス行事が大阪のザ･シンフォニーホールで開催されます。 

参加費（入場料）は宗教活動委員会を通して関連団体に献金させていただきます。 

日 時：２０２２年１２月２０日（火）１７：３０開場 １８：３０開始 ２０：５０終了 

会 場：ザ・シンフォニーホール（大阪市北区大淀南 2-3-3） 

内 容：第一部・・・聖書朗読と音楽で綴る降誕物語とクリスマスメッセージ 

    第二部・・・学院の音楽団体とゲストによるクリスマスコンサート 

参加費：２１００円 当日座席指定（１６：３０より座席券と交換） 

チケット販売 

＊関西学院大学生協 tel.0798-53-5150（NUC, KSC, NSCで販売） 

＊チケットぴあ Ｐコード ２２６－５７２ 

＊ぴあ取扱いのコンビニエンス・ストア： 

セブン・イレブン、ファミリーマート 

＊ザ・シンフォニーチケットセンター tel.06-6453-2333（火曜定休） 

（ザ・シンフォニーホール内） 

主 催：関西学院  共 催：関西学院後援会・関西学院同窓会 

問合せ：関西学院宗教センター tel.0798-54-6018 

 
●「チャペル週報」のバックナンバー(2005年以降)は下記で閲覧できます。 

  URL：https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/weekly/ 
 

関西学院宗教センター 

https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/ 

 

https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/weekly/
https://www.kwansei.ac.jp/c_christian/index.html

